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─────────────────────────────────────────── 

令和３年 壱 岐 市 議 会 定 例 会 １ 月 会 議 会 議 録（第１日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                    令和３年１月26日 午前10時00分開会（開議） 

日程第１ 会議録署名議員の指名 
10番 町田 正一 

11番 鵜瀬 和博 

日程第２ 会期の決定 193日間 決定 

日程第３ 審議期間の決定 １日間 決定 

日程第４ 報告第１号 
令和元年度壱岐クリーンエネルギー株式会

社に係る経営状況の報告について 

総務部長説明、質疑なし、 

報告済 

日程第５ 議案第１号 
公の施設の指定管理者の指定について 

（原の辻一支国王都復元公園） 

教育次長説明、質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第６ 議案第２号 損害賠償の額の決定について 
建設部長説明、質疑あり、 

委員会付託省略、討論なし、

可決 

日程第７ 議案第３号 
壱岐市長等の給与の特例に関する条例の制

定について 

総務部長説明、質疑あり、 

委員会付託省略、討論あり、

可決 

日程第８ 議案第４号 
令和２年度壱岐市一般会計補正予算（第

１１号） 

財政課長説明、質疑あり、 

委員会付託省略、討論なし、

可決 

日程第９ 議案第５号 
令和２年度壱岐市下水道事業特別会計補正

予算（第２号） 

建設部長説明、質疑なし、 

委員会付託省略、討論なし、

可決 

日程第10 議案第６号 
令和２年度壱岐市水道事業会計補正予算 

（第２号） 

建設部長説明、質疑なし、 

委員会付託省略、討論なし、

可決 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

（議事日程第１号に同じ） 

────────────────────────────── 

出席議員（16名） 

１番 中原 正博君       ２番 山川 忠久君 

３番 山内  豊君       ４番 植村 圭司君 

５番 清水  修君       ６番 土谷 勇二君 

７番 久保田恒憲君       ８番 音嶋 正吾君 

９番 小金丸益明君       10番 町田 正一君 
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11番 鵜瀬 和博君       12番 中田 恭一君 

13番 市山  繁君       14番 牧永  護君 

15番 赤木 貴尚君       16番 豊坂 敏文君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長    吉井 弘二君   事務局次長 村田  靖君 

事務局係長   折田 浩章君                

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長 …………………… 白川 博一君  副市長 ………………… 眞鍋 陽晃君 

教育長 ………………… 久保田良和君  総務部長 ……………… 久間 博喜君 

企画振興部長 ………… 本田 政明君  市民部長 ……………… 石尾 正彦君 

保健環境部長 ………… 﨑川 敏春君  建設部長 ……………… 増田  誠君 

農林水産部長 ………… 谷口  実君  教育次長 ……………… 西原 辰也君 

消防本部消防長 ……… 山川  康君  総務課長 ……………… 中上 良二君 

財政課長 ……………… 松尾 勝則君  会計管理者 …………… 松本 俊幸君 

────────────────────────────── 

午前10時00分開会 

○議長（豊坂 敏文君）  皆さん、おはようございます。 

 このたび、全国的に新型コロナウイルス感染拡大防止が呼びかけられている中で、１２月会期

中に議会が開催いたしました懇親会につきましては、万全なコロナ感染対策を講じましたが、大

人数が一堂に会しての会食は不適切であったと深く反省し、市民の皆様に不安と御迷惑をおかけ

いたしましたことに心からおわびを申し上げます。深く反省をいたしております。 

 今後、コロナウイルス感染症関係の議会としての対応につきましては、後日、議会運営委員会

の中で協議をいたします。 

 市民の皆様の安全安心を守るため、議員一人一人が感染防止策を徹底し、新型コロナウイルス

感染症の終息に向けて議員一丸となって取り組んでまいります。 

 会議に入る前に、あらかじめ御報告いたします。 
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 壱岐新聞社ほか４名の方から報道取材のため、撮影機材等の使用の申出があり、許可をいたし

ておりますので御了承願います。 

 ただいまの出席議員は１６名であり、定足数に達しております。 

 監査委員より例月出納検査の報告書が提出されており、その写しをタブレットに配信しており

ますので、御高覧をお願いいたします。 

 ただいまから、令和３年壱岐市議会定例会を開会します。 

 これより１月会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 １月会議の会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定により、１０番、町田正一議員、

１１番、鵜瀬和博議員を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第２、会期の決定を議題とします。 

 本定例会の会期につきましては、去る１月２０日に議会運営委員会が開催され、協議をされて

おりますので、議会運営委員長に対し協議結果の報告を求めます。小金丸議会運営委員長。 

〔議会運営委員長（小金丸益明君） 登壇〕 

○議会運営委員長（小金丸益明君）  皆さん、おはようございます。議会運営委員会の報告をいた

します。 

 本定例会の会期日程（案）につきましては、壱岐市議会通年議会実施要綱により、議員の任期

満了の年における会期は、１月から８月までとするとなっておりますので、本日から８月６日ま

での１９３日間とする旨、申合せをいたしました。 

 また、定例会１月会議の審議期間（案）につきましては、本日１日間とすることといたしまし

た。なお、上程議案のうち、議案第１号については、総務文教厚生常任委員会に付託して審査す

べきということを確認いたしましたので、よろしくお願いいたします。 

 令和３年も円滑な議事運営に御協力を賜りますよう、お願い申し上げ、報告といたします。 

〔議会運営委員長（小金丸益明君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  お諮りします。本定例会の会期は、議会運営委員長の報告のとおり、本

日から８月６日までの１９３日間としたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。したがって、本定例会の会期は、本日から８月
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６日までの１９３日間と決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．審議期間の決定 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第３、審議期間の決定を議題とします。 

 お諮りします。１月会議の審議期間につきましては、先ほどの議会運営委員長の報告のとおり、

本日１日としたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。よって、１月会議の審議期間は、本日１日と決定

いたしました。 

 ここで、白川市長より発言の申出があっておりますので、これを許します。白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  皆様、おはようございます。 

 令和３年壱岐市議会定例会の開会及び１月会議の開催に当たり、御挨拶を申し上げます。 

 本年も、議員各位、そして市民皆様の御理解、御協力を賜りながら全力で市政運営に当たって

まいる所存であります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 さて、本来であれば、年明けの１月には、消防出初め式、新春マラソン大会、成人式等、新年

の幕開けを飾る大きな行事が開催されるところでしたが、関係団体等と協議を重ね、新型コロナ

ウイルス感染症の影響によりまして、やむなく延期または中止を決定したところであります。 

 先日１月２０日、告知放送並びに壱岐市ケーブルテレビにおいて、市民皆様に対し、お知らせ

とおわび、そして、お礼とお願いを申し上げたところでありますが、今般の新型コロナウイルス

感染症の発生及び拡大については、１２月２４日に壱岐市職員による大人数での飲食が大きな原

因の一つであり、市職員に対して強く反省を促すとともに指導を徹底したところであります。 

 このことについては、多数の壱岐市職員から感染者が発生したことで医療現場が危機的な状況

になるなど、市民生活に多大な支障を来す結果となったことを鑑み、行政責任及び管理監督責任

を明確にするため、壱岐市感染症危機管理対策本部長である私、そして、副本部長である副市長

及び教育長の現行の給料を３か月間１０分の１減額することとし、今回、条例の制定に係る議案

を提出しております。 

 また、１２月１８日には、私自身が大人数での懇親会に参加しており、市民皆様に感染防止対

策への御理解と御協力をお願いしていたにも関わらず、危機意識に欠けた行動であったと深く反

省をいたしております。 

 皆様に多くの御不安、御心配をおかけいたしましたことを心より深くおわび申し上げます。 

 本市の新型コロナウイルス感染症の状況につきまして、１２月２８日から感染者は５６名とな
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っております。そのうち５５名は既に回復されており、現在、療養中の方は、入院者１名であり

ます。なお、１月１４日から昨日、１月２５日までの１２日間は、新たな感染者は発生しており

ません。 

 壱岐保健所による調査により、感染経路等はほぼ解明されております。このため、今回の新型

コロナの感染拡大は、一応の封じ込めができたところであり、感染拡大への懸念がひとまず解消

されたものと考えております。 

 現在、国においては、東京都をはじめ福岡県を含む１１都府県に緊急事態宣言が発令され、ま

た、長崎県においては、県内全域に特別警戒警報が出されており、２月７日まで飲食店等には営

業時間短縮の要請を行っております。 

 新型コロナウイルス感染症は、いまだ変わらぬ猛威を振るっており、いつどこで発生するかも

しれません。感染の発生、拡大を抑えるために、皆様お一人お一人の御理解と適切な行動が大切

です。 

 市民皆様には、引き続き、３密の回避、手洗い、マスクの着用、換気など、基本的な感染防止

対策を行っていただくとともに、家庭内での感染防止をお願いいたします。 

 一方で、このたびのコロナ禍により、壱岐市の経済は、あらゆる業種において大変厳しい状況

にあります。壱岐市内の経済の停滞阻止、そして大きな打撃を受けている産業の回復及び事業継

続を図ることが、本市にとって喫緊の課題であります。 

 このため、緊急経済対策に係る補正予算を本日提出いたしております。 

 主な事業内容といたしましては、一つは、長崎県と共同で行う飲食店営業時間短縮協力金の支

給であります。２月７日までの間、連続して午後７時までの酒類提供及び午後８時までの営業時

間とすることに協力した飲食店に対し、協力金として一律７６万円を支給するものであります。 

 飲食店事業主の皆様には大変な御不便をおかけいたしますが、趣旨を御理解の上、何とぞ御協

力いただきますようお願い申し上げます。 

 次に、市内経済の低迷を鑑み、第３回目となるプレミアム付き商品券発行事業の実施でありま

す。 

 今回は、プレミアム率４０％の商品券発行により、地産商品の消費拡大をお願いするもので、

もう一品「プラスワン、プラス壱岐」を合言葉に、地産商品の御購入により市内経済の活性化に

貢献いただければと考えております。 

 また、新たな試みといたしまして、キャッシュレス消費喚起対策事業の実施であります。日本

最大のキャッシュレスアプリ「ＰａｙＰａｙ」様に御協力をいただき、最大２０％のポイント還

元キャンペーンを実施するもので、本事業を契機として、市内の消費喚起を促すとともに本市の

キャッシュレス化がますます進むよう願うところであります。 
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 さらには、宿泊施設を中心とする観光関連産業の維持継続を目的として、「島民限定宿泊キャ

ンペーン」の実施であります。 

 市民皆様の御理解と御協力により、昨年目標以上の成果を上げることができた本事業の第２弾

を実施することにより、壱岐産食材の消費拡大等に係る観光関連産業への波及効果を期待するも

のであります。 

 緊急経済対策事業に係る詳細につきましては、後ほど担当部長より説明させますので、御審議

賜りますようお願い申し上げます。 

 さて、本日提出しております案件は、壱岐クリーンエネルギー株式会社に係る経営状況の報告

１件、公の施設の指定管理者の指定に係る案件１件、損害賠償の額の決定に係る案件１件、条例

の制定に係る案件１件、予算案件３件、合計７件であります。 

 何とぞ十分な御審議をいただき、適正なる御判断を賜りますようお願い申し上げます。 

 本年も市政運営に誠心誠意取り組み、議員各位そして市民皆様とともに、この新型コロナウイ

ルス感染症に関する重大な局面を乗り切ってまいる所存でありますので、御理解、御協力を賜り

ますようお願い申し上げます。 

 開会に際しての御挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

────────────・────・──────────── 

日程第４．報告第１号 

○議長（豊坂 敏文君）  次に、日程第４、報告第１号を議題とします。 

 本件についての報告を求めます。白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  本日提出いたしております報告並びに議案につきましては、担当部長及

び課長に説明させますので、よろしくお願いいたします。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  久間総務部長。 

〔総務部長（久間 博喜君） 登壇〕 

○総務部長（久間 博喜君）  皆様、おはようございます。 

 報告第１号について御説明いたします。 

 令和元年度壱岐クリーンエネルギー株式会社に係る経営状況の報告について、地方自治法第

２４３条の３第２項の規定により、別紙のとおり報告いたします。本日の提出でございます。 

 この報告につきましては、地方自治法施行令第１５２条第１項第３号に規定する一般社団法人

及び一般財団法人並びに株式会社への予算の執行の適正化等を図る観点から、本市が資本金の
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４分の１以上、２分の１未満を出資している法人等で、壱岐市長の調査等となる法人を定める条

例第２条の対象法人でございます。 

 昨年１１月３０日に定期株主総会が開催されましたので、これを受けて報告するものでござい

ます。 

 壱岐クリーンエネルギー株式会社への出資比率は２５.５％でございます。 

 令和元年度経営状況の報告でございますが、２ページから５ページは、事業経過報告書です。 

 ６ページ、令和元年度風力発電事業実績表をお開きください。表が若干小さく表示されており

ますので、拡大のほどお願いをいたします。 

 表の上段が月ごとの集計値、下段が１日当たりの平均値となっております。 

 前期に風力発電設備が更新されておりまして、２,０００キロワットの発電設備１基が、昨年

４月から運転を開始しております。 

 表の上段が月ごとの集計値、下段が１日当たりの平均値となっております。 

 更新設備の運転開始後、順調に稼働しておりましたが、昨年１月に落雷事故が発生いたしまし

て、破損した部品の調達に相当の時間を要することとなったため、２月並びに３月は、発電実績

がございません。 

 売電金額の列をご覧ください。売電金額合計は９,２５３万４,５５２円となっております。こ

れまでの過去最高の売電実績額は、前期の約５,１００万円でありましたが、これは、設備更新

後の約半年間での稼働実績額です。 

 設備更新後、通年での実績をお示しできるのは今期からとなりますが、２か月間の稼働がなか

ったことを考え合わせますと、良好な発電状況であると考えております。 

 次に、７ページから決算報告でございます。 

 ８ページは、監査報告書でございます。 

 ９ページをお開きください。貸借対照表をお願いをいたします。 

 資産の部、流動資産は３,０４０万８,６４３円、固定資産は６億２,０５８万７,１９０円、繰

延資産は４５４万５,９８０円で、資産の部合計が６億５,５５４万１,８１３円でございます。 

 次に、負債の部。 

 負債の部合計は６億５,５３７万１,６５３円でございます。 

 次に、純資産の部の合計は１７万１６０円でございます。なお、繰越利益剰余金はマイナスの

１,９８２万９,８４０円でございます。 

 負債及び純資産の部の合計が６億５,５５４万８１３円でございます。 

 続きまして、１０ページをお開き願います。損益計算書でございます。 

 売上高は９,２５３万４,５４９円で、先ほどの６ページ、発電事業実績表で説明いたしました
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売電金額とは若干誤差がございますが、実績表の売電金額は、売電計量器の数値を採用している

ため誤差が生じておりまして、会計上の売上高は、損益計算書の数値でございます。 

 売上原価は９,６０９万２,４８１円で、１１ページに内訳を記載しております。 

 売上げは、総損失となり、３５５万７,９３２円で、さらに、販売費及び一般管理費の

１,３３６万１,６５０円を差し引くと、営業損失が１,６９１万９,５８２円となります。さらに、

今年度は落雷事故に伴う受取保険金が特別利益として１,９７７万７,１００円、同じく落雷事故

に伴う修繕費が、特別損失として１,８４０万円計上されており、税引き後の当期純損失額は

１,９５７万９,２１３円となっております。 

 １２ページをお開きください。株主資本等変動計算書でございます。 

 当期末の純資産の部合計は１７０万１６０円となっております。 

 以上で、報告第１号令和元年度壱岐クリーンエネルギー株式会社に係る経営状況の報告を終わ

ります。 

〔総務部長（久間 博喜君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで質疑を終わります。 

 以上で、報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．議案第１号 

○議長（豊坂 敏文君）  次に、日程第５、議案第１号を議題とします。 

 本案については、鵜瀬和博議員に直接の利害関係のある事件であると認められますので、地方

自治法第１１７条の規定によって鵜瀬議員を除斥したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。 

 よって、鵜瀬議員を除斥することに決定しました。鵜瀬議員の退場を求めます。 

〔議員（１１番、鵜瀬 和博君） 退場〕 

○議長（豊坂 敏文君）  提出議案の説明を求めます。西原教育次長。 

〔教育次長（西原 辰也君） 登壇〕 

○教育次長（西原 辰也君）  議案第１号公の施設の指定管理者の指定について御説明いたします。 

 下記のとおり、公の施設の指定管理者を指定する。 

 本日の提出でございます。 

 １、公の施設の名称及び位置、名称、原の辻一支国王都復元公園、位置、壱岐市芦辺町深江鶴
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亀触１０９２番地５外。２、指定管理者、壱岐市芦辺町諸吉本村触９３７番地５、特定非営利活

動法人一支國研究会理事長鵜瀬守氏。３、指定期間、令和３年４月１日から令和６年３月３１日

までの３年間でございます。 

 提案理由は、原の辻一支国王都復元公園の指定管理者を指定するため、地方自治法第２４４条

の２第６項の規定により、議会の議決を経ようとするものでございます。 

 昨年９月議会で指定管理者制度の導入に向けた、原の辻一支国王都復元公園条例の一部改正及

び令和３年度から令和６年度までの３か年分の指定管理料７,９２０万円の債務負担行為の議決

をいただき、１０月１日より、壱岐市ホームページにおいて指定管理者募集を行いました。 

 １１月３０日を期限として２者より申込書の提出をいただき、１２月３日に指定管理者選定委

員会を開催し、２者によるプレゼンテーション及び質疑応答の後、評価項目に基づいて審査を行

い、指定管理者最優秀候補者として特定非営利活動法人一支國研究会を選定いたしました。 

 去る１２月１８日に基本合意の上、仮協定を締結いたしております。 

 本団体は、壱岐の歴史、民俗、伝統芸能などの調査研究、壱岐島の環境保全、地域振興、交流

人口の拡大に効果が期待される歴史文化遺産の活用、情報発信に寄与することを目的に設立をさ

れた組織であり、平成２２年度より１０年間、原の辻一支国王都復元公園の管理委託業務を受注

しており、イベント運営や復元公園の維持管理に携わってきた実績がございます。 

 また、古代米作り体験をはじめとする各月ごとのイベントの開催を計画し、年間入園者数４万

人の実現に向けて集客誘致の取組を強化することとしております。 

 なお、事業計画書、収支計画書及び財務書類等につきましては、タブレットに配信をいたして

おりますので、御確認いただきますようお願いをいたします。 

 以上で、議案第１号の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〔教育次長（西原 辰也君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。議案第１号については、総務文教厚生常任委員会に付託して審査することにし

たいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１号については、総務文教厚生常任委員会に付託して審査することに決定

いたしました。 

 音嶋議員。 
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○議員（８番 音嶋 正吾君）  今、議長から、総務文教厚生常任委員会に付託の通知がございま

した。そうしたときに、鵜瀬和博議員は、総務文教厚生常任委員会の委員長をなさっておられま

す。そうした場合の取扱いについて、ここではっきりさせておく必要があるやに考えますが、そ

の見解を求めたいと思います。 

○議長（豊坂 敏文君）  それでは、お答えいたします。 

 本案についての審議の折には、退席を願うようになります。その場合は、副委員長がリーダー

を執ります。ようございますか。 

 音嶋議員。 

○議員（８番 音嶋 正吾君）  確認ができましたし、議事録としてきちっと担保できますので結

構であります。 

○議長（豊坂 敏文君）  鵜瀬議員の除斥を解き、入場を許可いたします。 

〔議員（１１番、鵜瀬 和博君） 入場〕 

────────────・────・──────────── 

日程第６．議案第２号 

○議長（豊坂 敏文君）  次に、日程第６、議案第２号を議題とします。 

 提出議案の説明を求めます。増田建設部長。 

〔建設部長（増田  誠君） 登壇〕 

○建設部長（増田  誠君）  議案第２号損害賠償の額の決定について御説明を申し上げます。 

 損害賠償の額を決定することについて議会の議決を求めるものです。 

 本日の提出でございます。 

 １、損害賠償の相手方は、壱岐市芦辺町の個人。２、損害賠償の額は２７万７,８６０円。３、

損害賠償の理由は、平成２５年度からの芦辺漁業集落環境整備事業において、下水道管布設工事

を施工しましたが、相手方から工事の影響により家屋に損害を受けたとの申し出があったため、

工事竣工後、影響調査を実施したところ、損害は、工事の影響によるものとの調査結果に基づき、

損害賠償金を支払う必要が生じたためです。 

 提案理由は、損害賠償の額の決定については、地方自治法第９６条第１項第１３号の規定によ

り議会の議決を経る必要があるためです。なお、相手方より、工事途中では大型車両の通行など

もあるため、影響が発生する恐れがなくなる芦辺地区の下水道工事が全て完了後に協議を行いた

いとの申し出があり、舗装工事までの全ての関係工事が完了後に改めて協議を行った結果、昨年

１２月２１日に示談の内諾を得たため、市の損害賠償審査会を開いて１月議会に議案として提案

することにしました。 

 主な修正箇所は、床の間及び玄関、玄関前の外部土間であり、補修内容は、壁やタイルの亀裂、
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隙間の拡大、目地落ち、破損等です。改めまして関係の皆様には心からおわび申し上げます。 

 今後も、公共工事発注の際には必要に応じて事前調査の実施や工程会議、施工監理などを厳格

に行い、発注者の責務として対応をしてまいります。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〔建設部長（増田  誠君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  これから質疑を行います。質疑ありませんか。音嶋議員。 

○議員（８番 音嶋 正吾君）  １点だけ確認をさせていただきます。 

 これは、構造上の問題、そして、環境アセスメントのいわゆる不備において発生したというこ

とで、施工上の瑕疵等の関連は検証したのかどうか。その件だけです。 

○議長（豊坂 敏文君）  建設部長。 

○建設部長（増田  誠君）  音嶋議員の御質問にお答えをいたします。 

 今の質問については、設計上並び施工上に瑕疵がなかったのかどうかという御質問だと思いま

すが、調査をいたしました結果、設計にも施工にも瑕疵は認められませんでした。なお、本工事

の監理につきましては直接行っておりますので、市において損害賠償を払うべきだと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  音嶋議員。 

○議員（８番 音嶋 正吾君）  今の答弁、ちょっと理解できませんね。 

 設計上、施工上、瑕疵がなかったのに損害が発生するわけないじゃないですか。どちらかに起

因するから損害が発生するんでしょう。ですから、どちらかはやはり認めるべきです、はっきり。

設計上に問題あったのか、環境アセスメントの問題だったのか、クラックが入ったんですから、

施工上の問題あったのか、そこら辺はどういうふうに検証したのかと私は尋ねております。 

○議長（豊坂 敏文君）  建設部長。 

○建設部長（増田  誠君）  工事の施工上において家屋に損害を与えたものと考えております。 

○議長（豊坂 敏文君）  音嶋議員。 

○議員（８番 音嶋 正吾君）  最後にします。 

 部長、ということは、施工上やはりそういう被害をもたらす恐れがあったことを施工、いわゆ

る工法として採用したことに損害賠償の起因がもたらされたということなんでしょう。だったら、

どちらに瑕疵があるんですかねぇ。 

 私は、そこら辺の見解は明確に説明すべきですよ。しちゃいけないといっているんじゃないん

です。どっちに原因があるのかといっているんです。 

 今後、こういうことが起こった場合のいわゆる過失責任、どちらに過失があるのか、重過失か、
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それとも過失なのか、そこら辺をきちっと整理する必要がありますよ。 

○議長（豊坂 敏文君）  建設部長。 

○建設部長（増田  誠君）  施工上、施工するまで損害を与えるということに対しましては予想

できなかったと思っております。結果として施工した中で家屋に損害を与えたものだというふう

に考えております。 

 施工上、今、音嶋議員さんがおっしゃるように、施工したことによって確かに損害を与えては

おりますが、予測できなかった、施工で予測ができなかったものだと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  音嶋議員。 

○議員（８番 音嶋 正吾君）  ですから、市内でもそうした工事において、いわゆる事前調査、

そして事後調査、そして、工事過程による調査を入念にする。これは、施工体系上、必要なこと

であるんです。そういうことをきちっと監理をしていくように、私は逆に促しておるわけですよ。

いいですね。 

 ですから、被害を被られた皆さんには、非常に深甚なるお礼を申し上げたいと、そう思うんで

す。ですから、こういうことのないように、お互い、施工業者も設計する側の人間も十分配慮を

すべきではないかということを申し添えて、議長、終わります。 

○議長（豊坂 敏文君）  ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。議案第２号については、会議規則第３７条第２項の規定により委員会付託を省

略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。よって、議案第２号については、委員会付託を省

略することに決定いたしました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから議案第２号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願いま

す。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、議案第２号は原案のとおり可決されました。 
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────────────・────・──────────── 

日程第７．議案第３号 

○議長（豊坂 敏文君）  次に、日程第７、議案第３号を議題とします。 

 提出議案の説明を求めます。久間総務部長。 

〔総務部長（久間 博喜君） 登壇〕 

○総務部長（久間 博喜君）  議案第３号壱岐市長等の給与の特例に関する条例の制定について御

説明いたします。 

 壱岐市長等の給与の特例に関する条例を別紙のとおり定める。 

 本日の提出でございます。 

 提案理由でございますが、新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策に際し、多数の壱岐市職

員から感染者が発生し、医療現場が危機的な状況等になるなど、市民生活に多大な支障を来す結

果となったことにより、行政責任及び管理監督責任を明確にするため、市長、副市長及び教育長

の現行の給料を３か月間１０分の１減額するものであります。 

 次のページをお開きください。 

 壱岐市長等の給与の特例に関する条例第１条、趣旨、第２条、市長、副市長及び教育長の給料

の額について、令和３年２月から令和３年４月までの間に係るものについて１００分の１０を減

じた額とするものでございます。 

 附則として、第１項は、施行期日として、この条例は令和３年２月１日から施行するものでご

ざいます。第２項は、壱岐市教育委員会教育長の給与の特例に関する条例（平成２８年壱岐市条

例第２２号）は、廃止をいたします。 

 以上で、議案第３号の説明を終わらせていただきます。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

〔総務部長（久間 博喜君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。久保田議員。 

○議員（７番 久保田恒憲君）  この提案理由の中に、管理監督責任ということで３人の役職の市

長、副市長、教育長。私も、今回のこの市職員による、壱岐市におけるコロナ感染者の拡大につ

いて様々な意見をいただきました。私自身もその責任を、議員としての責任も問われました。 

 そこで、積極的にいろんな方の御意見を聞いて回ることにした中で、たくさんの厳しい意見は

あるんですけど、この３人だけでいいのかどうか、管理監督責任を負うのは、ほかにも部長、あ

るいは課長もいるじゃないかと。その人たちはどのような形になっているんだろうかなという質

問を受けました。 

 これは、ぜひ市長に聞いてくれと。やはり、トップの意思をコントロールして、一番身近にい
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る部長だったり課長だったりが、やはりもっといろんな状況を考えて部下を指導すると。そうい

う責任はあるんではないかという趣旨の御意見でしたので、私も、これはやはりしっかりと尋ね

るべきではないかと思って、今、ここに発言をしております。 

 その部長、課長等の管理監督責任、そのような者についての対応・対処はどのように考えてお

られるのかをお尋ねします。 

○議長（豊坂 敏文君）  久間総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  久保田議員の御質問にお答えをいたします。 

 今回の壱岐市における新型コロナ感染症の拡大に際し、市長、副市長及び教育長が、自ら行政

責任と市職員に対する管理監督責任を明確にするために給与の減額をされたことと同様の趣旨に

おいて、感染症危機管理対策本部の構成員である部長級職員全員、ここに９名おりますけども、

９名が自ら管理職手当の１か月分を自主返納することについて市長のほうへ申出をしております。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  久保田議員。 

○議員（７番 久保田恒憲君）  部長級については、そのような自主返納ということで、課長につ

いては別にそこまではしていないということでよろしいですね。 

 私も、議員としての責任もあるんだよと。その責任の取り方をどういうふうにして取ればいい

のか、非常に分かりません。ここで、いわゆる１０分の１減額、市長、副市長、教育長の責任の

取り方についても、これでいいかどうかはっきり言って分からないんですね。 

 ただ、市民の人の意見は非常に厳しいものがあります。それをここで取り上げても前に進まな

いので、私が思うに、今回のこのコロナ感染の状況において非常に市民と壱岐市の執行部との判

断の違いというか、このことによって非常にお互いの思いが通じていないと、そのような事態に

なっております。 

 今後は、やはりこの市の側と住民の側との感情面であるかもしれませんけど、いろんなコロナ

感染によって少し離れてしまったこの気持ちといいますか、そういうものをぜひ近づけるといい

ますか、お互い批判し合ったままでなくてお互いがやはりまとまっていくような、そういう施策

をぜひ、それが、今、具体的に何とは、私も案は持ち合わせていませんけど、今後、この処分は

処分として、それから壱岐市の行政に対する取組、市民に対する取組、そういうもので、ぜひ市

民との理解を深めていっていただければと思っております。別に答弁は要りません。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  ほかに質疑ありませんか。植村議員。 

○議員（４番 植村 圭司君）  確認と提案をしたいと思っております。 

 まず、確認なんですけども、この提案理由がよく分からないところがありまして、感染者が発
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生し、医療現場が危機的な状況等になるなどという話なんですが、この「等になるなど」という

使い方が曖昧になっておりまして、どこまでを反省ということにしているのか、責任を問うてい

るのかが全然分からない状態なんですね。 

 今回は、医療の逼迫におとしめたという話だと思うんですけども、例えば成人式に参加しよう

として来島してきた方が受けられずに帰ったとか、そういった混乱もあったわけなんですが、そ

ういったものも含めているのかどうか、まず、そこを確認させていただきたいと思います。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  植村議員の、なぜ責任を取るのか分からないということでございますけ

ども、私は、挨拶の中で申し上げましたように、行政責任と管理監督責任ということを申し上げ

ました。 

 行政責任、これ、定義を申し上げますと、行政機関もしくはその構成員である公務員が、自己

の行為に関して究極的に民衆、いわゆる市民に対し負う責任を言うというということでございま

す。 

 挨拶で申し上げましたし、今現実にそうでもございますけれども、そういったことから、新型

コロナウイルス感染症の市内の感染防止、拡大防止及びクラスターの発生の防止のために周知徹

底等は行政の責任として実施をしているところでありますけれども、今回、感染症拡大に市職員

の会食が関係しているところに行政責任及び管理監督責任というものを感じたところでございま

す。 

 植村議員の成人式の予約云々、それは、中止をしたと。これは、壱岐市の感染発生状況、拡大

を見ましたときに、当然、私は中止ではなくて延期については正しい判断をしておったと思って

おりますし、今回の行政責任にそのことは入っておりません。 

○議長（豊坂 敏文君）  植村議員。 

○議員（４番 植村 圭司君）  そういうことであれば、今後もそのことについての責任を問うつ

もりもないということで理解してよろしいでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  成人式の延期をしたことが、私が悪いことをしたような、責任を取ると

いうことはそういうことだと思いますけど、私は、このことについては延期ですから、またやる

わけです。 

 植村議員がおっしゃっているのは、もしかすると、美容室などに予約をしていた方が云々とい

うことでございましょうけれども、それはそれとして、私の頭の中にありますし、今度、開催を

するか、あるいは延期をしたとき、また大変なことになってやむを得ず中止をしなければならな

くなるというような事案も状態も考えられるわけでございます。 
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 ですから、その成人式の延期につきましては、この問題とは全く関係ございませんし、また、

私は、その成人式のことで行政責任として、給与を例えばまた減額するとかそういうことは全く

考えておりません。 

○議長（豊坂 敏文君）  植村議員。 

○議員（４番 植村 圭司君）  御丁寧に説明ありがとうございました。 

 それで、まず、私は、成人式については、市においては壱岐市だけ、県内では壱岐市と東彼、

あと一つあったと思うんですが、予定どおり実施をしますという判断をしていたところがありま

して、ほかの市町については中止または延期というのを早々に決めていたわけですね。ですから、

壱岐市がそういった予定どおり実施をするという、壱岐市だけ市でやっていたわけでございまし

て、その判断がまず正しかったのかどうかという検証も要ると思っております。 

 そして、結果的に直前の延期という判断をしてしまったという状況になったのは、ここの一連

の過程の中で延期をしたという判断は構わないと思うんですけども、この状況になったのは、ど

こかに責任を求める必要があるんじゃないかというふうに思っております。 

 結局、このことに限らずなんですけども、白川市長は、いまだ一回もこの件につきまして記者

会見を開いておられません。 

 私から意見としましては、記者会見をせず今の状況になっておりまして、真相がどうなってい

るのか、いいことも悪いことも含めまして分からない状態で説明が不足しているところがあると

思っております。 

 例えば１２月の気の緩みがなぜあったのか、出張管理の是非はどうだったのか、また、１２月

２８日、一番最初に九州郵船の方が感染されたと分かった時点での対応が正しかったのか、正し

くないのか。 

 また、お正月、何も放送がなかった、そして、正月以降の対応、これが正しかったのか、正し

くないのか、全く分からない状態で、この結果だけを見て評価をしろというふうに言われており

ます。 

 私は、記者会見なく詳細も分からない状態で評価をしろと言われましても、今回のこの１０分

の１、３か月といいますのが正しい責任の取り方かどうか分かりませんので、まずは記者会見を

１回されてから、説明されてから、今日、慌てなくて、採決するんじゃなくて、御自身でもう一

度考えて提案されてはいかがかというふうに思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  私は、記者会見をなぜしないのかというようなことでございますけれど

も、確かに記者会見は少のうございます、反省をするところでございますけれども、私は、あく

まで記者会見というのは、広く住民の方にお知らせをする。その一つの手段なんだと考えておる
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んです。 

 今回は、新型コロナウイルスに関しましては、毎日、毎日、その状況をお知らせをいたしまし

た。ですから、私は、各新聞社の方々、取材に見える方もおられたようでございますけれども、

報道機関の立場として、記者会見がなければ、私は取材に来ていただきたいと。いつでも答えま

す。 

 私は、ですから、記者会見がしなきゃならない義務だとは思っておりません。いかに早く市民

の方にそれをお知らせするか。そのことが私は一番大事だと思っておりますので、告知放送、あ

るいはケーブルテレビ等々で状況が変わるたびに放送しているところでございます。 

 また、植村議員がおっしゃること、あまりよく、僕、分からないんですけど、今日は、この条

例を提案いたしておりますので、どうぞ皆様、審議の上、可決をしていただきますようによろし

くお願いしたいと思っています。 

○議長（豊坂 敏文君）  植村議員、３回以上です。４回目になります。 

○議員（４番 植村 圭司君）  分かりました。記者会見、今、お知らせをする手段だとおっしゃ

られたんですけども、私は、記者会見といいますのは、市民と市長をつなぐ場であると思ってお

りまして、市民の代表の、我々議員もあるんですけども、記者といいますのは、第４の権力とい

いまして、一定の力を持って公権力に対して質問する場をつくって、真実を知ろうとする、そう

いった機関でございます。 

 知る権利の行使につきましては、執行部側も真摯に対応されていると思いますけども、こうい

った市民との対話を通じまして、市民がどう感じているか、意見がどういうふうになっているの

かという意見交換の場でもあると思っておりまして、単に一方的にお知らせをする場であると私

は思っておりません。 

 ですから、そういった機能があることを認識をしていただきまして、今後は、一方的に放送す

るだけであるとか、広告、広報するだけじゃなくて、市民との情報の流通の場として利用をして

いただきたいと思っております。 

 それで、今回、こういった中身が分からない状態で、私も判断するわけにまいりませんので、

今回の提案につきましては、反対をしたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  ほかに質疑ありませんか。音嶋議員。 

○議員（８番 音嶋 正吾君）  本提案は、市長、副市長、教育長の行政責任及び管理監督責任を

明確にするためという上程理由が上げられております。 

 そこで、お尋ねをいたします。 

 教育長は、市長部局から独立した組織の長でおられます。いかなる行政責任、管理監督責任を
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考えて、監督責任に鑑みて減給をされる申出がされたのか。 

 私は、何か教育委員会内に、そうしたコロナを誘引する、そうした不適切なことがあったのか。

そうした場合であれば、教育長のいわゆる管理監督責任、行政責任は問われると考えております。 

 しかし、それがないならば、皆で渡れば怖くない。護送船団方式の減給の在り方というのには、

私はナンセンスを考えています。 

 具体的にどういうことで減給を上程されたのか、ひとつお聞かせを願いたい。 

○議長（豊坂 敏文君）  久保田教育長。 

○教育長（久保田良和君）  音嶋議員のお尋ねです。 

 先ほど提案の中でお話がありましたように、教育長も壱岐市の感染症危機管理対策本部の副本

部長を務めております。ですから、全く壱岐市全体の中の別組織、行政機関という具合にそこは

受け止めておりません。 

 今回の感染症対策に関わる形では一つの責任がある立場におり、対応させていただきました。

加えて、壱岐市教育委員会の職員も保健所のほうから濃厚接触者としての指導を受け、検査も受

けております。 

 その結果、自宅待機という形で一定期間職務につけなかったという部分が出ております。それ

は、私の行政責任であり、管理監督の不行き届きだと重く受け止めて、この分についての責任を

明らかにするために市長のほうに申し出ております。御理解をいただきたいです。 

○議長（豊坂 敏文君）  音嶋議員。 

○議員（８番 音嶋 正吾君）  いわゆる副本部長であるし、そして、教育機関内にそうした者が

おった管理監督責任であるということが分かれば、私も明確にそこら辺を判断をできます。 

 そして、今回、私が一つ問題としたいのは、いわゆる減給の、いわゆる地方公務員法というの

がございます。これに、恐らく勤務時間外になります。この行為というのは勤務時間外になると

思います。 

 これが果たして、どの条項に抵触するのか、ですから、いわゆる市長でしたか、自主的に部長

級９名が減給を申し出た。これは、道義的責任であろうと考えております。私は、行政責任には

値しないというふうに考えております。 

 この行政責任の捉え方というのが、非常に難しいなと。もう市長、実直に、私は、職員に関し

ては道義的責任じゃないかと、その例えば行政責任を問えるとしたら、どういう場合に問えるの

か、その１点だけ。これで、もう質疑は終わりますから。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  音嶋議員の御質問にお答えいたします。 

 職員は、御存じのように分限処分ということでございまして、こういうことは分限に当たらな
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いわけでございまして、職員に対して、このことをもって責任を取らせるというようなことはご

ざいません。 

 そういった中で、我々の行政責任でございますけれども、公務外じゃないかというお尋ねでご

ざいます。 

 実は、私たちにおきましては、公務外においても職員の行動には管理監督責任は及ぶところで

ございます。 

 条例については、地方公務員法等の条例そのものは覚えておりませんけれども、公務外におい

ても職員の行動には管理監督責任は及びます。 

 今回は、職員の指導監督を適切な時期に徹底できなかったこと、このことを深く反省して、こ

の条例を提出しております。 

○議長（豊坂 敏文君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。議案第３号については、会議規則第３７条第２項の規定により委員会付託を省

略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第３号については委員会付託を省略することに決定いたしました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。音嶋議員。 

〔議員（音嶋 正吾君） 登壇〕 

○議員（８番 音嶋 正吾君）  私は、本議案に対して反対の討論を申し上げます。 

 まず、昨年３月の離島初のコロナ感染問題、今回の感染拡大の要因に市民の奉仕者であるべき

市職員が起因をいたしております。 

 お正月で家族の帰省を待ちわびていた市民。また、暮れ、新年の書き入れ時に感染拡大で本市

経済に甚大な影響を及ぼしました。 

 常々、公務員は、市民のために先に憂い、後で市民が喜ぶ姿を生きがいと見いだす。いわゆる、

先憂後楽の精神の涵養を市民に願っております。 

 今回の事態は、市民を混乱のるつぼに陥れる異常事態であり、市民の信頼を損ねる背信的行為

であると言わざるを得ません。 

 政治の原点は、信なくば立たずであります。住民と行政機関の信頼関係が崩れては、政治は成

り立っていきません。 

 市民への謝罪は、猫だまし、トカゲの尻尾切り程度の責任の取り方では果たせるとは到底考え
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ておりません。辞職に値する重大な行政責任を負うべきであり、軽微な責任の取り方を容認する

ことは到底できません。よって、本案に反対であります。 

〔議員（音嶋 正吾君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから、議案第３号の採決をします。 

 この採決は起立によって行います。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願いま

す。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、議案第３号は原案のとおり可決されました。 

 ここで暫時休憩をいたします。再開を１１時２０分といたします。 

午前11時08分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時20分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議案審議を続けます。 

────────────・────・──────────── 

日程第８．議案第４号 

○議長（豊坂 敏文君）  次に、日程第８、議案第４号を議題とします。 

 提出議案の説明を求めます。松尾財政課長。 

〔財政課長（松尾 勝則君） 登壇〕 

○財政課長（松尾 勝則君）  議案第４号令和２年度壱岐市一般会計補正予算（第１１号）につい

て御説明申し上げます。 

 令和２年度壱岐市の一般会計補正予算（第１１号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億７,４６０万円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２８８億５００万円とします。第２項は記載の

とおりでございます。 

 繰越明許費の補正、第２条、繰越明許費の追加は、第２表繰越明許費補正によるものでござい

ます。 

 債務負担行為の補正、第３条、債務負担行為の追加は、第３表債務負担行為補正によるもので

ございます。 
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 地方債の補正、第４条、地方債の変更は、第４表地方債補正によるものでございます。 

 本日の提出でございます。 

 ２から３ページをお開き願います。 

 第１表歳入歳出予算補正の款項の区分の補正額等については、記載のとおりでございます。 

 今回の補正につきましては、世界的に感染が拡大しております、新型コロナウイルス感染症の

対策に関する事業につきまして、既に取り組んでおります国の臨時交付金を充当する事業の調整

を含め、所要の補正を行うものでございます。 

 ４ページをお開き願います。 

 第２表繰越明許費補正、１、追加で、２款１項総務管理費で市内宿泊施設利用促進事業ほか

３件の事業費総額１億５,１４７万９,０００円につきまして、翌年度に繰り越して使用できる繰

越明許費として計上しております。 

 なお、事業の完了予定及び繰越理由等の詳細につきましては、別紙資料１、令和２年度１月補

正予算（案）概要の６から７ページに記載のとおりでございます。 

 ５ページをお開き願います。 

 第３表債務負担行為補正、１、追加で、新型コロナウイルスワクチン接種事業について、新年

度当初から予算を執行するものにつきまして、債務負担行為の設定を行っております。 

 ６ページをお開き願います。 

 第４表地方債補正、１、変更で、過疎対策事業債につきましては、小・中学校ＧＩＧＡスクー

ル構想整備事業にかかる地方債の充当について、光ファイバー等整備特別分として申請するもの

とし、その他の事業と合わせ、限度額を調整しております。 

 事項別明細書により内容について御説明いたします。 

 まず、歳入について説明いたします。 

 １０から１１ページをお開き願います。 

 １４款２項３目衛生費国庫補助金で、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金

９６０万円を計上しております。 

 次に、１５款２項５目商工費県補助金で、長崎県新型コロナウイルス感染拡大防止営業時間短

縮協力金１億８,９３５万円を追加しております。 

 ２１款市債につきましては、６ページの第４表地方債補正で説明したとおりでございます。 

 次に、歳出につきましては、別紙資料１の令和２年度１月補正予算（案）概要で説明いたしま

す。 

 ２から５ページをお開き願います。 

 ２款１項１４目新型コロナウイルス感染症対応事業費で、新型コロナウイルスの世界的な感染
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拡大により、市内経済にも多大な影響が及んでいることを受け、島内消費の喚起に資するため、

本市独自の緊急経済対策としてプレミアム商品券の発行事業、島民限定の宿泊キャンペーン等に

ついて、それぞれ所要の補正を行っております。また、長崎県の飲食店等に対する営業時間短縮

要請に伴い、協力事業者への支援として、要請期間中、１日当たり４万円の協力金を支払うもの

とし、国、県の負担金と事務経費を含めまして、総額２億１,０９７万４,０００円を計上してお

ります。 

 その他、各施設等において、感染症対策に必要となる保健衛生用品や備品などの購入費につき

ましても、国の臨時交付金を充当し、整備するものとし、今回、補正計上しております。 

 次に、４款１項２目予防費で、新型コロナウイルス感染症にかかるワクチンについて、その供

給が可能となった場合に、住民への速やかな接種を実施するため、必要な体制の確保を図ること

とされており、取り急ぎ、年度内に取りかかる必要のある住民への周知、ワクチンの保管等に要

する経費につきまして、歳入と同額の補正を行っております。 

 以上で、議案第４号令和２年度壱岐市一般会計補正予算（第１１号）について説明を終わりま

す。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〔財政課長（松尾 勝則君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  本田企画振興部長。 

〔企画振興部長（本田 政明君） 登壇〕 

○企画振興部長（本田 政明君）  議案第４号令和２年度一般会計補正予算（第１１号）関係のう

ち、新型コロナウイルス感染拡大に伴う第５弾の壱岐市緊急経済対策事業、企画振興部関係の概

要について御説明いたします。 

 議案関係資料２をお開きください。 

 第３波の新型コロナウイルス感染拡大による、壱岐市内での感染拡大及びＧｏＴｏトラベル停

止等により、市内経済にも多大な影響が及んでおります。 

 まずは、感染拡大防止策を徹底しつつ、市内消費の喚起に資するため、本市独自の緊急経済対

策事業の３事業と県・市共同での協力金支援事業の１事業の補正予算を計上しております。 

 ２ページをお開きください。 

 １つ目として、市内宿泊施設利用促進事業であります。 

 昨年、実施いたしました島民限定宿泊キャンペーンの第２弾を実施し、観光インフラを維持存

続させることを目的とし、壱岐産食材等の消費拡大にもつながる取組としております。補正予算

額は１,０５０万円です。 

 具体的内容でございますが、前回、実施内容と同様でございますが、目標を２,０００人泊と

しており、支援額は宿泊料金の半額６,０００円を上限とし、利用対象者は市民２人以上の利用
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で、当面の間は家族単位の利用としております。 

 実施期間は、市内感染終息後に開始することとし、終了をゴールデンウィーク前までの約２か

月間を想定しており、ＧｏＴｏトラベル再開後は併用も可としております。 

 次に、４ページをお開きください。 

 ２つ目の事業、地産地消応援プレミアム商品券発行事業でございます。 

 事業内容は、地産地消の消費拡大を図ることを目的として、地産商品、食品等の購入及び飲食

店で使用できるプレミアム商品券を発行する事業でございます。プラスワン、プラス壱岐で、も

う一品、地産商品の購入をお願いするものであります。 

 補正予算額４,６４８万４,０００円、発行内容は、プレミアム率は４０％で、１セット当たり

７,０００円分の商品券を５,０００円で販売いたします。１人当たり５セットまで購入可能とし

ております。総販売数２万セット、発行総額１億４,０００万円でございます。販売時期は２月

末頃、利用予定期限を６月末までとしております。 

 販売窓口は壱岐市商工会及び市役所４支所窓口としております。 

 商品券の利用店舗等でございますが、地産商品取扱い小売店、仕出し・惣菜店、飲食店等での

使用可能としております。 

 具体的には、１、地場商品取扱い小売店での１会計につき１品以上の壱岐産品の購入がある場

合、その会計に対する支払い。２、仕出し・惣菜店での市内で調理された弁当・仕出し・オード

ブルへの支払い。３、飲食店でのテイクアウト及び飲食への支払い等が可能であります。 

 次に、６ページをお開きください。 

 ３つ目の事業、キャッシュレス消費喚起対策事業でございます。 

 補正予算額４,５００万円、事業概要でございますが、市内の消費喚起を促し、かつ新しい生

活様式の推進を図ることを目的として、市内加盟店において、キャッシュレス決済アプリの一つ

であるＰａｙＰａｙを利用して支払った場合、還元率最大２０％で、１回の会計で上限３,０００円、

期間中、一人最大１万円分のポイントを還元する事業でございます。 

 実施予定期間は、令和３年４月１日から３０日の１か月間としております。 

 ただいま申し上げました３事業につきましては、国・県の方針及び新型コロナウイルス感染拡

大等、急激な情勢の変化があった場合は事業を中止、中断、延期または人に制限をかける場合が

ございます。 

 次に、７ページをお願いいたします。 

 事業名、長崎県新型コロナウイルス感染拡大防止営業時間短縮協力金でございます。 

 事業概要でございますが、新型コロナウイルス感染症の拡大を防止することを目的として、長

崎県が１月１６日に県内全域の飲食店等に対し、営業時間短縮の要請を行いました。これに伴い、
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県・市共同で営業時間短縮の協力を行った店舗等に対し、協力金を支払う事業でございます。 

 要請期間は、令和３年１月２０日から２月７日までの１９日間。 

 協力金支給額でございますが、期間内全てに協力した店舗に対し、１店舗当たり７６万円を支

給いたします。 

 補正予算額２億１,０９７万４,０００円、うち協力金は対象予定店舗２７６店舗分の２億

９７６万円、負担割合は、国、１０分の８、県・市、各１０分１となっております。 

 対象施設は、飲食店・遊興施設で食品衛生法上の飲食店、喫茶店等、営業許可を受けている店

舗でございます。 

 以上で、緊急経済対策事業の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〔企画振興部長（本田 政明君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  これから質疑を行います。質疑ありませんか。鵜瀬議員。 

○議員（１１番 鵜瀬 和博君）  今回も県下における市町村のコロナにおける緊急経済対策事業

としては早いほうだと思っております。ぜひ、たくさん利用していただけるように、今後の情報

発信のほうを期待をしております。 

 では、具体的に質疑をさせていただきます。 

 新型コロナウイルス感染症対応事業について、お尋ねをいたします。 

 議案資料の令和２年度１月補正予算の主要事業の中から、まず最初に、２ページ目の地産地消

応援プレミアム付き商品券発行事業についてお尋ねをいたします。 

 今回、地産商品の消費拡大を図ることを目的として、飲食店、テイクアウトではもちろんです

けども、地場商品の取扱い小売店であれば、壱岐産品プラスワンで、ＧｏＴｏで多分在庫を抱え

ているお土産等も含んで支払いが可能となり、大変お得なプレミアム商品券となっております。

しかし、前回については、タクシーの利用についても可能でありましたけども、今回は利用が入

っておりません。 

 今後、このタクシー利用について追加の予定等はあるのか、また、緊急経済対策会議における

各種団体の御意見、要望については、これまでどおり尊重をされ、コロナ支援対策の第６弾、第

７弾として反映すべきと思いますけども、今後の対応についてお尋ねをいたします。 

 ２点目が、４ページ目の避難所資材購入費についてお尋ねをいたします。 

 避難所４８か所における感染防止対策のため、資材購入として密閉対策の送風機やＡＩ体温検

知カメラ、パーテーションの購入となっておりますけども、納品の関係で６月３０日までの繰越

事業となっております。 

 今回、購入する資材については、避難所開設した場合に使用する計画と考えておりますけども、

現在、コロナ感染拡大防止のため、購入後、使用しないのはもったいないのではないかと考えて
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おります。 

 避難所は、教育関連はじめ公共施設が多いため、非災害時以外、学校関連施設等を、例えば早

く納品ができれば、卒業式とか入学式または様々な各種会議において活用してはと考えますけど

も、今後の購入資材の配置や運用についても計画をすべきと考えております。 

 今回、資機材を保管する物置の設置場所は５か所となっておりますが、どこに設置をされるの

かお尋ねをいたします。 

 ４点目のこれも４ページですが、一般予防対策費についてお尋ねをいたします。 

 今回、ワクチン接種については、国の方針はまだはっきりとは決定をしておりませんけども、

現時点でのワクチン接種に向けた想定スケジュールはどのようになっているのかお尋ねをいたし

ます。また、今後、ワクチン接種の方法として、集団接種なのか、またはインフルエンザのよう

にかかりつけ医による接種を計画予定されているのかお尋ねをいたします。また、今回、ワクチ

ンの保管については特殊な保管冷凍機が必要となっておりますけども、この購入等の予定につい

てはどのようになっているのか、併せてお尋ねをいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  企画振興部長。 

○企画振興部長（本田 政明君）  鵜瀬議員の１点目の御質問の商品券につきましてお答えをいた

します。 

 今回の商品券は、地産地消の商品券としておりますので、今回につきましては、タクシーの利

用については対応をしておりません。 

 タクシー利用につきましては、４月から実施しますＰａｙＰａｙ等で御利用していただければ

と思っております。 

 また、緊急経済対策会議につきましては、本日午後に開催を予定しております。 

 各業界からの皆様からの御意見につきましては、必要に応じ、今後の対策としたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  ２点目の避難所の資機材購入についてお答えをさせていただきます。 

 今回、購入を予定をしております感染症防止対策のための資機材につきましては、議員御提案

のとおり、避難所開設時のみならず、通常時においても積極的に活用してまいります。 

 ＡＩ体温検知カメラは、約０.５秒の高速検温や設定温度以上検知をしたら、警報音でお知ら

せをいたします。また、ＡＩによりマスク着用をしていない場合は、着用を音声で促すなど、機

能を有しております。 

 今回、４８台分を予算計上しておりまして、既に所有している非接触型体温計１９台と合わせ
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まして、市民の出入りが多い公共施設、学校等、検診や行事等において有効に活用したいと思っ

ております。市役所庁舎、学校等には優先的に配置する予定でございます。 

 パーテーションについては、サイズのほうが２.１メートル掛け２.１メートル、高さが

１.２メートルのものを備えます。隣同士の連結固定、さらに拡大が容易であり、車椅子での出

入りも可能としております。 

 既定予算での購入契約済が既に１００台ございまして、今回、補正予算対応の４８０台と合わ

せて５８０台になります。また、別に段ボールパーテーションも５０組を備蓄をしているところ

でございます。 

 送風機につきましては、大型扇風機４台を備蓄しておりまして、今回の予算分９６台と合わせ

て１００台を所有することになります。 

 このパーテーションと送風機につきましては、自主避難所として利用頻度の高い施設について

は、可能ならば事前に施設内に保管したいと考えておりまして、入りきれない分を物置で保管す

るといった考えでおります。 

 資機材保管用の物置につきましては、市内各所の避難所へ迅速に資機材を配置できるように、

４庁舎の敷地内またはその近くの公共用地に分散して配置する考えであります。 

 今後の資機材の配置や運用につきましても、運用計画を策定しまして、保管場所についても

１か所に集中させない分散型配置とし、また使用方法につきましても、日頃から活用することに

よって、緊急時に迅速な対応ができるよう備えてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  保健環境部長。 

○保健環境部長（﨑川 敏春君）  鵜瀬議員の３項目めの御質問にお答えをいたします。 

 本市におきましては、昨年末から壱岐医師会様とワクチン接種に向けた打合せを複数回重ねて

おりまして、１月１９日に長崎県壱岐病院への説明、１月２１日に全医療機関への説明を行った

ところでございます。 

 まず、１つ目のスケジュールにつきましては、国において、ファイザーのワクチンが２月中旬

に承認予定であり、２月下旬から医療従事者への先行接種、これは全国で１万人を想定されてお

り、長崎県では、長崎医療センター、諫早総合病院、長崎労災病院で行われる予定となっており

ます。 

 先行接種から始まり、３月の上旬に医療従事者の優先接種、これは全国で約３００万人を予定

されており、壱岐市の医療機関でも実施が行われる予定でございます。その後、３月末または

４月をめどに、高齢者、基礎疾患のある方、１６歳以上の一般の住民接種が行われる予定であり

ます。まだ不確定要素が多く、変更の可能性があることを御理解願いたいと思っております。 
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 なお、医療従事者は長崎県、高齢者を含む住民接種は壱岐市が実施主体となって行う予定とな

っております。 

 ２つ目のワクチン接種の方法でございますが、今のところ、インフルエンザ予防接種をイメー

ジし、受入れ可能な医療機関、これは診療所、クリニックも含まれます。それらの医療機関によ

る個別接種を予定をしておるところでございます。しかしながら、不測の状況に備え、集団接種

の実施につきましても、これから壱岐医師会様と検討をしていく予定であります。 

 ３つ目に、ワクチンの保管冷凍庫の購入につきましてですが、本市には国の責任において最大

４台のマイナス７０度の冷凍庫が配備される予定であります。 

 医療関係者の優先接種に合わせ、２月末から３月始めに１台が配備され、残りの３台は、住民

接種に合わせ配備される予定となっております。 

 なお、今回の補正予算に２台の冷凍庫を計上いたしておりますが、これらにつきましては不測

の状況に備え、ファイザーワクチンとモデルナワクチン用としまして、それぞれ１台購入予定と

いたしておりますが、これにつきましても設置場所等もございますので、壱岐医師会様と相談を

させていただきたいと考えております。 

 以上でございますが、引き続き、円滑かつ安全安心なワクチン接種に向け、準備を行ってまい

る予定でございます。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  鵜瀬議員。 

○議員（１１番 鵜瀬 和博君）  ぜひ、前回同様、今回も壱岐島民が一丸となって、大変な影響

を受けているそういった飲食店や小売店業の皆さんを支えるという意味から、このプレミアムの

活用を促進していただくために、今後、情報発信と啓蒙に十分努めていただくようにお願いをし

たいと思います。 

 ２点目の避難所の資材購入費につきましては、今回の購入の資材を含めて、あらゆる場面にお

いて、新型コロナウイルス感染防止対策について、有効な活用、運用をしていくということで計

画をしているということでしたので、ぜひ、そういった方向でお願いをしたいと思います。 

 また、どこに何があるという管理の分も十分していただくように、併せてお願いをしておきま

す。 

 ３点目の一般予防対策費につきましては、ぜひ今後も、国の方針がまだまだ定まっていないよ

うでございますけども、すぐ接種できるように、部長も言われましたとおり、壱岐医師会、そし

て医療関係者と十分連携をしまして、しっかりと体制を構築し、すぐ対応ができる体制と計画を

立てていただくことを要請をしまして、私の質問を終わります。 

○議長（豊坂 敏文君）  ほかにありませんか。中原議員。 



- 30 - 

○議員（１番 中原 正博君）  今回、県の特別警戒警報発令に伴う飲食店の営業時短協力金につ

いてお尋ねをしたいと思います。 

 今回、年末年始にかけまして、全国的に新型コロナウイルス感染が拡大し、今年に入り、国は

１都３県に対し緊急事態宣言を発出し、１月８日から２月７日まで、また１４日から７府県が追

加され、住民への不要不急の外出自粛、飲食店等営業時間の短縮、事業者へテレワーク、ロー

テーション勤務など、出勤者の７割削減の目標、都府県をまたぐ移動の自粛等の要請を行いまし

た。 

 要請に応じた飲食店に対し、１日に６万円の協力金を支払うこととし、要請に応じない場合、

店舗の公表、過怠金の支払いも協議をされております。 

 これに伴い、長崎県でも特別警戒警報を発令し、時短要請に協力した飲食店等に対し、このよ

うな措置がなされたと思っております。 

 その後、国の追加対策として飲食店だけでなく、飲食店の取引先、外出自粛の影響を受けた事

業者がさらに経済的ダメージを受けることが想定され、売上が減少した中小企業、個人事業主等

に対して一時金を支給することとしております。 

 支給額が最大、中小企業が４０万円、個人事業主が２０万円、対象者は時短要請に応じた飲食

店と、直接、間接的に取引している業者、農業・漁業者、飲食料品点、割り箸、おしぼり等、飲

食店に提供される資材、サービスの提供者等で、外出自粛の影響を受けた事業者は旅館、土産物

店、観光施設、タクシー事業者等の人流減少の影響を受けた事業者等で、支給の要件としまして

は、１月または２月の売上が前年度比５０％以上の減少が条件となっております。 

 長崎県におきましても、時短要請に応じた飲食店に対し、１点舗当たり１日４万円で、最大

７６万円の支給をされるということはよかったことと思いますが、市内での飲食店等の取引先や

外出自粛の影響を受けた事業者への支援策は、県、市としてどのように考えておられるのか、考

えをお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（豊坂 敏文君）  本田企画振興部長。 

○企画振興部長（本田 政明君）  ただいまの中原議員の御質問にお答えをいたします。 

 時短要請等に伴いまして、全ての業種等に影響があることは、私どもとしても認識をしており

ます。また、県といたしましても、昨日、国のほうに県知事、市長会等で飲食店への関連事業者

等への支援策についても、要望・提言書を出されているところでございます。 

 本市といたしましても、国や県の支援策を検討した上で、今後必要な部分については検討した

いと考えております。 

○議長（豊坂 敏文君）  中原議員。 

○議員（１番 中原 正博君）  分かりましたが、本当に今は飲食店は本当に大変だと思います。
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しかし、今、自粛を求めている中で不要不急の外出は本当に今、皆さんしていないので、飲食店

だけにかかわらず、本当に皆さん大変だと思っておりますので、今、国と協議ということであり

ますので、どうかそのほうもよろしくお願いをいたしたいと思います。 

○議長（豊坂 敏文君）  ほかにありませんか。山内議員。 

○議員（３番 山内  豊君）  経済対策のほうで御質問をさせていただきます。 

 まず、プレミアム商品券なんですが、一応時短要請、飲食店の時短要請が終わるのが２月７日

ということで、長崎県のですね、全国的にも。 

 商品券の発行予定時期が令和３年２月末となっておるのは、いろんな事務手続等が必要なのか

なと思うんですが、７日以降は飲食店の経営者の方は自分の城でもあるお店を開けられますので、

そのタイミングで商品券の発行のほうをもう行ったほうがいいと思います。極力こういうのはス

ピード感を持って対応したほうが、やっぱり売上なかった分を取り返そうとしますので、その辺

ちょっとまだ前倒しになる可能性があるのかどうか、ちょっとお尋ねをいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  本田部長。 

○企画振興部長（本田 政明君）  商品券の発行時期でございますが、現在、準備をしております。

ここには２月末と書いておりますが、いろんな準備の都合上、２月２２日から販売を予定をして

おります。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  山内議員。 

○議員（３番 山内  豊君）  ２月２２日ですね。それまでは商品券じゃない方向でしっかりと

お金を回していかなければいけないと思います。もちろん手数料等もないと思いますので、等価

交換でしっかりとやっていただきたいと思います。 

 ここで、市長にちょっとお願いがございます。 

 現在、告知放送等で、コロナの感染状況と皆様方への自粛のお願いとかを行っております。 

 先般、市職員に関しては当面の間、家族のみの会食に留めるということを明言されております。 

 同時期に経済対策を行うのであれば、職員の方も同じ市の人間ですから協力をしてもらわなけ

ればいけません。その関係が、市長はいつ職員に対していいですよと、または市民に対して、皆

さんもうお食事いいですよと、そういうところが、私は市長の口から告知放送で構いませんので

いいと思います。そのタイミングは一体いつになるのか、ちょっとお尋ねします。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  お答えをいたします。 

 そのことにつきましては、国でも専門家の意見を聞いて解除するしない判断すると言われてお

ります。国・県の基準に従いまして、解除したいと思っております。 
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○議長（豊坂 敏文君）  山内議員。 

○議員（３番 山内  豊君）  ぜひ、告知放送で構いませんので、市長の言葉で言及する覚悟も

ありますので、市長の言葉でしっかりと皆様方に、今のところ壱岐市に関しては安全ですよと、

もう応援するために、ぜひとも飲食店を使っていただきたいということをぜひともお願いしたい

と思います。 

 以上で終わります。 

○議長（豊坂 敏文君）  ほかにありませんか。音嶋議員。 

○議員（８番 音嶋 正吾君）  今回、市民の皆様方の傷んだ経済、傷んだ心を癒やすために、私

は新型コロナウイルス、いわゆる対策には多いに賛成であります。 

 このいわゆる財源の内訳を見ましたときに、３億６,４００万円相当の補正がなされておりま

す。そのうちの約半分が国・県の支出金であります。あとの残りはいわゆる地方の借金でありま

す。地方債、そして一般財源であります。これは財政課長にお尋ねをいたします。 

 いわゆる地方債は、基準財政需要額の中に盛り込みますので、普通交付税として交付対象にな

るのか、それとも特別交付税の措置で入ってくるのか、そして、一般財源のこの内容は何なのか、

その点をお聞かせを願いたい。 

○議長（豊坂 敏文君）  財政課長。 

○財政課長（松尾 勝則君）  音嶋議員の御質問にお答えをいたします。 

 今回の補正の財源につきましては、既に昨年から実施をしております緊急経済対策事業の財源

として充当をしております。 

 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の事業間での充当の調整及び小・中学校Ｇ

ＩＧＡスクール構想整備事業に充当をしております、地方債の調整によりまして、一般財源を伴

うことのない予算編成をしております。 

 国の臨時交付金が第２次までで約７億２,０００万円であり、現段階におきましては、第３次

の交付額が不明でございますので、今のところはこの限度額内での調整を行っているところでご

ざいます。 

 今後、取り組んでおります事業の精査も行われますが、今回の補正の事業が翌年度への繰越し

となりますので、最終的に充当額をさらに調整をすることとなります。 

 現時点におきましては、こうした予算編成とさせていただいておりますが、第３次の補正も含

めまして、国から示されます交付限度額を最大限活用するよう取り組む事業の調整を図ってまい

りたいと思っております。 

 それから、地方債につきましては、議案説明の中で申しましたように、過疎対策事業債の特別

枠として、ＧＩＧＡスクール構想整備事業に充当をさせていただいております。これにつきまし
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ては交付税の措置がございます。 

 以上でございます。 

○議員（８番 音嶋 正吾君）  一般財源は。 

○財政課長（松尾 勝則君）  今回は、その調整によりまして、一般財源は発生しておりません。 

○議長（豊坂 敏文君）  音嶋議員。 

○議員（８番 音嶋 正吾君）  分かりました。過疎対策債を使うということであります。これは

補助率は７０％ですね。ですから、３０％というのはやはり自主的にこちらが持ち出すという、

それはいわゆる基準財政需要額に盛り込むということでありますので分かりました。とういうこ

とで、こんなに財源を組んでおりますが、やはり一たびこういう問題が起これば打ち出の小槌で

金が出てくるわけではないというわけです。財政の基本というのは入るを量りて出ずるを制する

と申します。とにかくシビアにやっていかないと大変です。ただ、今回の場合は壱岐市の経済、

そして市民の心が傷んでおります。早期にやはりケアをするために私は必要と思います。 

 今度とも気を引き締めて頑張っていただきたい、そのことを申し添えておきます。 

○議長（豊坂 敏文君）  ほかにありませんか。植村議員。 

○議員（４番 植村 圭司君）  すみません。商品券についてお伺いいたします。 

 今回、この商品券の案が出てきましたのが、先週、一週間前なんですけども、多分、飲食店が

大変だという話になったんだと思うんですが、その前で長崎県の７６万円というのが出てまいり

まして、その翌々ぐらいの商工会のアンケートの取りまとめが２２日だったと思うんですけれど

も、この商品券につきましては地産地消というふうに今限っております。そうしますと、その飲

食店に７６万円もありますし、偏っているんじゃないかという御意見も市民からいただきまして、

このプレミアム商品券の一部を商品券、地産地消のものに限らず、普通の小売のほうに回せない

かというふうな御意見もありまして、そういったことは可能でないのかお伺いをいたします。 

 ある程度、前回みたいに飲食店用とそうでないものというふうな分けた方をしたほうが７６万

円が入る県の飲食店との兼ね合いもありまして、バランスがよくないのかというふうに思うんで

すけども、その辺の話をいただきたいという話が１点。 

 それと、ＧｏＴｏキャンペーンについての宿泊なんですけども、前回は長崎県のキャンペーン

があって、重複できたので、壱岐の方もたくさん入っていたという流れがあったと思うんですね。

今回はそれがなくて、行って半額しかないと、ＧｏＴｏキャンペーンが始まったらそれを使いま

すよということになってくると、ＧｏＴｏキャンペーンを使うまで人が動かないんじゃないかと

いうふうに思います。その場合の偏りがあると思うんですけども、その辺の対策はお考えかとい

うのをお伺いしたいと。 

 ＰａｙＰａｙなんですが、ＰａｙＰａｙは４月に１か月使えるというふうになっているんです
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けども、事業者さんによりますとＰａｙＰａｙがないというところも当然ありまして、さらに言

いますと３月のほうが使い勝手がいいんだと、入学式や卒業式対応の３月、人が動きますので、

なるべく３月にできないかというふうな声をいただいております。これは前倒しはできないのか

ということをお伺いしたい。 

 あと、飲食店時短の件なんですが、県と市の分担といいますか、役割分担、たしか申込みのほ

うは市のほうになっているかと思うんですけども、県と市でどういうふうな役割分担をしている

のか、特に問い合わせがある場合は市でもいいのか、県のほうがいいのか、そこを教えてくださ

い。 

 最後に、今回、入っていませんけども、ＡＩの体温計なんですけど、各港、郷ノ浦、芦辺、石

田の港にＡＩの体温計がありません。そういったものも必要じゃないかというふうに市民からも

指摘を受けておりまして、今回、入っておりませんが、第３次補正などで対応していただけない

かと思っております。 

 御回答、お願いいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  本田部長。 

○企画振興部長（本田 政明君）  ただいまの植村議員の御質問にお答えをいたします。 

 まず１点目の商品券ですが、今回の商品券は、地産地消ということでしておりまして、飲食店

のみに活用はございません。小売店等の地産地消の品物を１品買っていただければ、その商品券

を使えるようにしておりますので、御理解をお願いしたいと思います。 

 それから、宿泊キャンペーンのほうですが、前回も最初は単独で市の事業ということでやって

おりまして、その後、県の事業が重なりまして、併用可能となりまして、安い宿泊料金で宿泊が

可能となりました。 

 今回も、まずは市単独でやりまして、ＧｏＴｏが併用できればそちらを併せて活用していただ

きたいと思っております。 

 次に、ＰａｙＰａｙの利用でございますが、準備期間等ございまして、早めにやりたかったわ

けですが、ＰａｙＰａｙ等の準備、契約等もございまして、４月からの１か月間となったところ

でございます。 

 時短要請の県・市の分担でございますが、県のほうが最初の周知等を行いまして、市のほうで

受付、支給事務等を実施するようになっております。 

 問い合わせにつきましては、県・市どちらでも構いませんので、問い合わせをお願いしたいと

思っております。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  総務部長。 
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○総務部長（久間 博喜君）  ＡＩの体温計の設置ということで、各港にという御意見でございま

す。 

 現在、航路事業者におきましては、県の配置事業におきまして、設置をしているところでござ

います。そこら辺との重複もございますので、ちょっと確認をしたいと思っておりますけども、

今後の予定につきましては、あくまでも航路事業者からの要望等を含めまして、判断をしてまい

りたいと思っております。 

○議長（豊坂 敏文君）  植村議員。 

○議員（４番 植村 圭司君）  分かりました。ＡＩについては、今、ガンタイプのものを県が貸

出しておりますので、それを使っていると人と人が接する方法ですので、なるべくそれを避けた

いというふうな方がいらっしゃいましたものですから、意見しました。何とか対応していただき

たいと思います。 

 ほか、商品券につきましてなんですけれども、今、地産地消ということだったんですが、やっ

ぱりその食べ物じゃなくて、経済が落ち込んでいるこの状態で一般の洋服屋さんであるとか、靴

屋さんであるとか、いろんな小売店があるんですけども、やっぱり傷んでいるところがあると思

うんですね。そういったところに対する対策というのは何らか必要かと思っていますので、私は

この商品券で一定そっちのほうに回ったほうがいいんじゃないかというふうに思ったんですけど

も、そこの可能性はできないのかという話をもう一回ちょっと御回答いただきたいという話でお

願い。 

 それと、結局、私はこの対策全体見たときに、やっぱり今本当に苦しんでいる人が助かるのか

といえば、どちらかというとお金を持っている人が使いやすい制度になっているんじゃないかと

いうふうに思っております。ですから、これから確定申告等も始まりますので、例えば、昨年の

年収がどれだけ減ったかというふうなことなどを検討した結果、壱岐市版の持続化給付金、武雄

市なんかやっていますけども、そういったお金がどれだけ入って困っているか困っていないかを

精査したことで、できる制度はいいんじゃないかというふうに思っておりまして、そういったこ

との可能性も含めてできないか、御答弁をいただきたいと思っております。 

○議長（豊坂 敏文君）  企画振興部長。 

○企画振興部長（本田 政明君）  今回の商品券につきましては、地産地消の意味合いも込めまし

て、そちらのほうで利用をしていただきたいと思います。 

 今後、全ての事業者につきまして、影響があることは認識しておりますので、必要に応じまし

て、もし必要があれば、また別途の事業等を展開していきたいと思っております。 

 武雄市がやっている持続化給付金でございますが、ちょっと研究をさせていただきたいと思っ

ておりますが、業者の個別の支援金というのは非常に幅が広くなりますので、その辺は研究をさ
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せていただいて、必要があれば検討したいと思います。 

○議長（豊坂 敏文君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。議案第４号については、会議規則第３７条第２項の規定により、委員会付託を

省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。よって、議案第４号については委員会付託を省略

することに決定いたしました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから議案第４号を採決します。この採決は起立によって行います。本案は原案のとおり決

定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、議案第４号は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第９．議案第５号 

○議長（豊坂 敏文君）  次に、日程第９、議案第５号を議題とします。 

 提出議案の説明を求めます。増田建設部長。 

〔建設部長（増田  誠君） 登壇〕 

○建設部長（増田  誠君）  議案第５号令和２年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第

２号）について御説明申し上げます。 

 令和２年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによります。 

 歳入歳出の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２７万８,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億３,０１９万５,０００円とします。２項は記載

のとおりでございます。 

 本日の提出でございます。 

 ８ページをお願いいたします。 

 ２、歳入ですが、２款使用料及び手数料を２７万８,０００円増額いたしております。 

 １０ページをお願いいたします。 

 ３、歳出ですが、２款漁業集落排水整備事業費２項施設整備費で、補償、補填及び賠償金に



- 37 - 

２７万８,０００円の増額補正を行っております。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〔建設部長（増田  誠君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。議案第５号については、会議規則第３７条第２項の規定により、委員会付託を

省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。よって、議案第５号については委員会付託を省略

することに決定いたしました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから議案第５号を採決します。この採決は起立によって行います。本案は原案のとおり決

定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、議案第５号は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１０．議案第６号 

○議長（豊坂 敏文君）  次に、日程第１０、議案第６号を議題とします。 

 提出議案の説明を求めます。増田建設部長。 

〔建設部長（増田  誠君） 登壇〕 

○建設部長（増田  誠君）  議案第６号令和２年度壱岐市水道事業会計補正予算（第２号）につ

いて御説明申し上げます。 

 第１条、令和２年度壱岐市水道事業会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによります。 

 第２条、令和２年度壱岐市水道事業会計予算、第３条に定めた収益的支出の予算額を次のとお

り補正します。 

 支出で３３０万７,０００円の増額を行います。 

 第３条、予算第７条に定めた議会の議決を経なければ、流用することのできない経費を次のよ

うに改めます。 

 職員給与費を１３０万７,０００円増額いたします。 
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 本日の提出でございます。 

 ８ページをお願いいたします。 

 収支的支出ですが、１款水道事業費１項営利費用のうち、配水及び給水費のうち、修繕費を

２００万円増額しております。これは１月８日からの寒波によって緊急の漏水調査などを実施し

たことによる修繕費の増額分となります。また、総係費を１３０万７,０００円増額いたしてお

ります。これも寒波後の職員の時間外勤務手当等を増額いたしております。 

 御審議のほど、よろしくお願いをいたします。 

〔建設部長（増田  誠君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。議案第６号については、会議規則第３７条第２項の規定により、委員会付託を

省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。よって、議案第６号については委員会付託を省略

することに決定いたしました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから議案第６号を採決します。この採決は起立によって行います。本案は原案のとおり決

定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、議案第６号は原案のとおり可決されました。 

 以上で、予定された議事は終了いたしましたが、この際、お諮りします。 

 １月会議において議決されました案件について、その条項、字句、数字、その他整理を要する

ものにつきましては、会議規則第４３条の規定により、その整理を議長に委任されたいと思いま

すが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。よって、そのように取り計らうことに決定いたし

ました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（豊坂 敏文君）  以上で、本日の日程は終了いたしました。 
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 これをもちまして、令和３年壱岐市議会定例会１月会議を終了いたします。 

 本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。 

午後０時18分散会 

────────────────────────────── 
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